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公務員連絡会　　　
　　　人勧期中央行動

日　時　７月 28 日 13：30 ～ 16：00
場　所　日比谷野外大音楽
内　容　集会、デモ行進・支援行動

「
戦
争
法
制
」
反
対
�
1000
人
�
行
動

―

県
内
６
団
体
が
結
集―

　

安
倍
政
権
が
国
会
に
提
出

し
た
「
戦
争
法
制
」
に
反
対

し
、
成
立
さ
せ
な
い
大
き
な

世
論
を
つ
く
り
出
す
た
め
、

茨
城
平
和
擁
護
県
民
会
議
な

ど
県
内
６
つ
の
平
和
運
動
団

体
が
６
月
４
日
、「
戦
争
法

制
に
反
対
す
る
茨
城
県
実
行

委
員
会
」
を
結
成
。
そ
の
活

動
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
６
月

17
日
、
水
戸
市
内
で
集
会
と

デ
モ
行
進
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

水
戸
駅
北
口
で
開
か
れ
た

集
会
で
は
、
各
団
体
代
表
に

よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
戦
争

さ
せ
な
い
茨
城
県
１
０
０
０

人
委
員
会
共
同
代
表
の
小
久

保
忠
男
・
元
古
河
市
長
は
、

「
憲
法
は
国
の
決
ま
り
で
あ

り
、
内
閣
だ
か
ら
と
言
っ
て

そ
れ
を
変
え
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
戦
争
法
制
を
何

が
何
で
も
ぶ
っ
つ
ぶ
し
て
戦

争
の
な
い
日
本
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

鈴
木
博
久
平
和
擁
護
県
民

会
議
代
表
か
ら
は
、「
憲
法

学
者
の
意
見
を
聞
か
ず
、
戦

争
法
案
の
強
行
は
許
さ
れ
な

い
。
憲
法
99
条
は
、
天
皇
、

国
務
大
臣
、
国
会
議
員
や
公

務
員
は
日
本
国
憲
法
を
尊
重

し
擁
護
す
る
義
務
が
あ
る
と

規
定
し
て
お
り
、
憲
法
違
反

の
安
倍
内
閣
は
即
刻
退
陣
す

べ
き
だ
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　

憲
法
を
生
か
す
会
の
矢
田

部
理
元
参
議
院
議
員
は
、「
ア

メ
リ
カ
か
ら
の
圧
力
だ
。
国

会
に
か
け
ず
世
界
の
ど
こ
で

も
戦
争
す
る
、
海
外
派
兵
し

よ
う
と
す
る
安
倍
内
閣
は
打

倒
し
よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
参
加
者
は
、
銀

杏
坂
か
ら
自
由
広
場
ま
で
の

約
一
キ
ロ
を
デ
モ
行
進
。「
戦

争
法
案
反
対
」「
憲
法
守
れ
」

な
ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
参

加
者
も
ぞ
く
ぞ
く
増
え
、
約

１
０
０
０
人
に
膨
れ
上
が
り

ま
し
た
。

職
員
配
置
・
施
設
の
改
善
を

県
本
部
保
育
集
会
で
学
習
・
交
流

　

県
本
部
保
育
集
会
が
６
月

20
日
、
自
治
労
会
館
で
開
か

れ
14
単
組
71
人
が
参
加
、
講

演
と
分
科
会
で
学
習
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
今
橋
県
本
部

社
会
福
祉
評
議
会
議
長
が
、

保
育
職
場
の
人
員
不
足
や
子

ど
も
子
育
て
支
援
制
度
の
問

題
点
に
つ
い
て
触
れ
、「
県

内
で
同
じ
保
育
所
で
働
く
仲

間
同
士
で
情
報
の
共
有
や
改

善
の
取
り
組
み
の
き
っ
か
け

と
な
る
集
会
に
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
黒
江
県
本
部
委

員
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
新
制

度
に
伴
う
保
育
士
の
処
遇
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

を
訴
え
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
橋
議
長
よ
り
基

調
が
提
起
さ
れ
た
あ
と
、「
保

育
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題
」

を
テ
ー
マ
に
前
原
朝
子
本
部

社
福
評
・
保
育
部
会
幹
事
が

講
演
し
ま
し
た
。
前
原
さ
ん

は
、
特
に
子
ど
も
子
育
て
支

援
新
制
度
に
つ
い
て
、
先
の

国
会
で
３
歳
児
の
職
員
配
置

の
改
善
、
保
育
の
量
的
拡
充

と
質
の
改
善
に
関
す
る
予
算

が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
関
し

て
、
多
く
の
自
治
体
が
職
員

配
置
や
施
設
の
改
善
が
進
め

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘

し
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
や

人
材
確
保
を
各
単
組
が
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
強
調
し
ま

し
た
。

　

質
疑
で
は
、「
新
制
度
を

見
据
え
市
で
は
関
係
部
署
を

統
合
し
た
が
、
交
渉
を
進
め

る
う
え
で
の
注
意
点
は
」（
水

戸
）、「
正
規
職
員
の
配
置
を

求
め
て
き
た
が
、
任
期
付
き

職
員
が
採
用
さ
れ
た
。
職
場

状
況
の
改
善
に
向
け
ど
の
よ

う
に
具
体
的
に
進
め
て
い
っ

た
ら
い
い
の
か
」（
取
手
）、

「
新
制
度
施
行
に
よ
り
、
共

済
会
の
移
行
が
な
さ
れ
た
が

強
制
的
な
も
の
な
の
か
」（
日

立
）
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
①
職
場
交

流
②
気
に
な
る
子
、
気
に
な

る
お
母
さ
ん
〜
そ
の
理
解
と

支
援
〜
（
講
師
・
社
会
福
祉

法
人
・
清
香
会
・
あ
ゆ
み
園

の
猪
股
誠
人
さ
ん
）
③
こ
ど

も
に
伝
え
た
い
お
話
と
絵
本

（
講
師
・
佐
藤
慶
子
さ
ん
・

す
ば
な
し
の
会
み
み
ず
く
）

の
三
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ

交
流
・
学
習
し
ま
し
た
。

生涯派遣で
低賃金を強要
労働者派遣法改正強行に抗議

　

３
年
で
ク
ビ
、
労
働
者
を

一
生
涯
派
遣
で
低
賃
金
に
追

い
込
む
労
働
者
派
遣
法
改
正

法
案
が
６
月
19
日
、
衆
議
院

厚
生
労
働
委
員
会
で
強
行
採

決
さ
れ
、
午
後
に
は
衆
議
院

本
会
議
に
緊
急
上
程
さ
れ
、

こ
れ
に
抗
議
す
る
民
主
党
、

者
を
拡
大
さ
せ
る
と
と
も

に
、
現
在
の
派
遣
労
働
者
の

雇
用
不
安
を
増
大
さ
せ
る
内

容
で
あ
る
。
審
議
の
中
で
、

直
接
雇
用
化
な
ど
の
「
雇
用

安
定
措
置
」
の
実
効
性
が
全

く
な
い
こ
と
な
ど
、
問
題
点

が
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十

分
な
審
議
が
尽
く
さ
れ
な
い

ま
ま
衆
議
院
可
決
に
至
っ
た

こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。」

と
す
る
事
務
局
長
談
話
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

連
合
茨
城
は
６
月
15
日
、

水
戸
駅
北
口
で
強
行
採
決
に

対
す
る
抗
議
の
緊
急
街
宣
行

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

社
民
党
、

生
活
の
党

が
反
発
し

欠
席
の
ま

ま
強
行
採

決
さ
れ
ま

し
た
。

　

連
合
は

こ
の
日
、

「
同
法
案

は
〝
生
涯

派
遣
で
低

賃
金
〞
の

派
遣
労
働

戦争法案反対で水戸市内をデモ行進

派遣法強行採決に抗議する集会であいさ
つする和田連合茨城会長

県本部保育集会で講演する前原本部社福評保育部会幹事

第
１
分
科
会

第
２
分
科
会

無料法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随
時行っています。労働・生活に関わる悩み事
などお気軽にご相談ください。自治労茨城県
本部顧問弁護士が相談に応じます。
◆相談先
　自治労茨城県本部顧問弁護士
　　丹  下　昌  子
　水戸市南町 3丁目 4番 57号
　　水戸セントラルビル 3階
　丹下・小沼法律事務所
電話　029－224－5150
Fax　029－226－2191

　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・
小沼法律事務所に直接電話し、相談日程等を
決めて下さい。法律相談は、個別事案ごとに、
初回の法律相談を無料とし、2回目以降は所
定の報酬および経費を依頼者（相談者）が支
払うことになります。
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郡司彰の
国会レポート150

〈
国
会
動
向
に
関
心
を
〉

　

国
会
は
規
定
の
１
５
０
日

間
の
会
期
末
が
迫
っ
て
い
ま

す
。

　

安
倍
内
閣
の
岩
盤
規
制
突

破
宣
言
の
内
、
既
に
医
療
保

険
制
度
改
正
法
は
与
党
の
賛

成
で
成
立
。
派
遣
法
・
農
協

法
は
衆
院
の
審
議
が
ヤ
マ
場

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

派
遣
法
は
一
生
派
遣
・
低

賃
金
を
生
み
出
す
と
し
て
、

連
合
は
６
月
12
日
も
統
一
行

動
を
国
会
周
辺
で
展
開
し
ま

し
た
。

　

与
党
は
12
日
の
採
決
を
目

指
し
ま
し
た
が
、
そ
の
判
断

に
は
維
新
の
不
可
解
な
動
き

が
有
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
派
遣
法
に
絡

み
、
民
主
・
維
新
・
生
活
の

野
党
３
党
は
同
一
労
働
・
同

一
賃
金
を
柱
と
す
る
法
案
を

共
同
提
出
。
処
が
維
新
は
２

党
に
黙
っ
て
与
党
と
修
正
協

議
を
行
い
、
審
議
促
進
、
採

決
容
認
へ
舵
を
切
っ
て
い
た

の
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
委
員
会
の
混
乱

は
報
道
ど
お
り
で
す
。

　

こ
の
流
れ
と
関
連
す
る
の

か
、
14
日
に
は
橋
下
大
阪
市

長
と
安
倍
総
理
が
都
内
で
密

談
す
る
様
子
が
大
き
く
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

　

勿
論
の
よ
う
に
農
協
法
で

も
与
・
維
新
協
議
が
進
め
ら

れ
、
今
後
は
世
論
の
反
発
が

強
い
、
安
保
法
制
で
の
審
議

で
も
与
党
に
す
り
寄
る
姿
が

見
え
る
の
か
も
。

　

法
案
の
審
議
中
に
漏
れ
た

年
金
問
題
が
浮
上
し
、
受
給

者
が
詐
欺
に
遭
う
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

今
秋
施
行
予
定
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
も
採
決
が
先
延
ば

し
と
な
り
、
今
後
の
影
響
は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

働
く
人
。
高
齢
者
。
納
税

者
と
そ
の
家
族
。
関
連
す
る

法
案
の
行
方
に
関
心
を
持
っ

て
下
さ
い
ね
。

2015.06.12 連合茨城派遣法改悪阻止要請行動

人
事
評
価
制
度
を
学
ぶ

第
32
期
青
年
女
性
労
働
学
校

　

昨
年
の
地
公
法
改
正
に
よ

り
、
多
く
の
自
治
体
で
人
事

評
価
制
度
が
来
年
４
月
か
ら

の
本
格
実
施
に
向
け
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
本
部
青
年
部
・
女
性
部

は
６
月
13
日
、
自
治
労
会
館

で
労
働
学
校
を
開
き
、「
人

事
評
価
制
度
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
鹿
嶋
市
職
の
君
和
田

書
記
長
を
講
師
に
講
演
を
受

け
ま
し
た
。

 

君
和
田
書
記
長
は
、
能
力

評
価
が
昇
任
・
昇
給
に
反
映

さ
れ
た
２
０
０
７
年
か
ら
の

鹿
嶋
市
の
人
事
評
価
制
度
に

つ
い
て
問
題
点
と
課
題
を
指

摘
。
特
に
、
能
力
評
価
に
つ

い
て
は
、
成
績
優
秀
者
が
固

定
し
、
毎
年
上
位
の
昇
格
者

と
標
準
昇
格
者
に
格
差
が
拡

大
し
て
い
る
こ
と
や
評
価
制

度
に
対
す
る
不
信
感
か
ら
評

価
制
度
に
期
待
し
な
い
職
員

が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を

上
げ
、
公
平
・
公
正
性
、
透

明
性
、
客
観
性
、
納
得
性
の

確
保
に
向
け
具
体
的
改
善
が

示
さ
れ
る
ま
で
、
組
合
と
し

て
は
評
価
結
果
の
賃
金
へ
の

反
映
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が

課
題
な
ど
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
が
「
集
団
的
自

衛
権
」
行
使
に
踏
み
込
む
た

め
、「
国
際
平
和
支
援
法
案
」

と
、
10
の
現
行
法
を
改
正
す

る
一
括
法
案
・「
平
和
安
全

法
制
整
備
法
案
」
を
国
会
に

提
出
し
今
国
会
で
の
成
立
を

目
論
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
戦
争
法
の
制
定
に
反

対
す
る
た
め
の
総
が
か
り

行
動
と
し
て
６
月
14
日
に
は

２
万
５
千
人
が

国
会
を
包
囲
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月

15
日
か
ら
24
日

に
か
け
て
は
、
国
会
前
で
の

連
続
座
り
込
み
行
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
16
日
に
は
、
県
南
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
阿
見
、
取
手
、

牛
久
、
龍
ケ
崎
か
ら
６
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は

座
り
込
み
の
ほ
か
、
茨
城
選

出
の
民
主
党
国
会
議
員
に
対

す
る
戦
争
法
制
法
案
反
対
の

要
請
行
動
も
行
い
ま
し
た
。

戦争法案に反対する国会座り込み行動

青年女性労働学校であいさつする鈴木青年部長

標準型とは、必要な補償がセットされた、基本となる補償です。詳しくはパンフレットをご覧ください。


